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淡路島中・南部地域の秋季直翅類観察記録

竹 田 俊 道

1986年9月13日～15日．直翅類研究グループが．諭蝕羽ダム憩いの広場・三原町サイクリング

ターミナルセンターで合宿を行ない，筆者も参加して．諭鶴羽ダム周辺，諭観羽山，阿万吹上ノ浜，

福良湾周辺．先山等の調査を行なった．

島内未記録を含め多くの成果をあげることができたので，以下にその結果を記した．

尚．報告するにあたり、大部分を河合．市川両氏のまとめを転赦させて頂いたこと，又，声によ

る種の同定は、その道の権威・松浦一郎氏によった事を．併せておことわりする．

本来．学名を併記するのが、たてまえであろうが．まだ研究段階で．学名の記されていないもの

も種々あり．詳細は今後に改めるとして，今回は和名のみを列挙するにとどめる．
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9月13日，諭鶴羽ダム周辺

パッタ

トノサマバッタ．ヒナバッタ、オンプパッタ，ハラヒシパッタ

キリギリス 雪

セスジツユムシ．ヤマクダマキモドキ，サトクダマキモドキ．ハヤシノウマオイ、ハタケノウマ

オイ．クサキリ．ツユムシ．セスジツユムシ，

コオロギ

エンマコオロギ．ハラオカメコオロギ．モリオカメコオロギ， ミツカドコオロギ．ツヅレサセコ

オロギ．クマコオロギ，クマスズ．スズムシ．マツムシ．カンタン、ヤマトヒバリ．クサヒバリ・

カヤヒバリ．

その他、この日、由良地区で．ヒメクダマキモドキ（採築） ．タイワンエンマコオロギ（叫声）

を，加納氏が確認．

9月14日・諭鶴羽山（上田池ダムより・頂上・灘方面下山の行程を含む）

バッタ

セ1,ウチフキパッタ．オンプバッタ・ヤセヒシバッタ・ノセヒシバッタモリヒシバッタ・ヒナ

バッタ・ショウリョウパッタ・ツチイナゴ（幼虫）

キリギリス
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離鴛§エンマコ ①

オロギ,ハラオカメコオロギ，モリオカメコオロギ，ツヅレサセコオロギ．クチナガコ

ダラスズ(閏)，ヒメスズ． シパスズ(声)，ヒゲシロスズ(声) ，ヤマトヒパリ， ク

コオロギ(声)． ミツカドコオロギ，アオマツムシ(声)、マツムシ(声)，アシジマ

ヒナカマキリ（幼虫多し）ハラピロカマキリ，モリチヤパネゴキブリ，キスジゴ

ツタ， クルマパッタモドキ．ヒナパッタ， トノサマパッタ，ショウリョウバッタ，

タモドキ．

，セスジツユムシ，ツユムシ（幼虫） ，ホシササキリ．

スズ，エンマコオロギ，ツヅレサセコオロギ．ハラオカメコオロギ．マツムシ．

辺

ショウリョウバッタ．ショウリョウパッタモドキ．

（産卵が見られた） ， シプイロカヤキリモドキ（幼虫） ，セスジツユムシ，ハヤ

プキリ．キリギリス， ミドリササキリモドキ．オナガササキリ，コパネコロギス．

クチナガコオロギ、ツヅレサセコオロギ．ハラオカメコオロギ，モリオカメゴオロ

ロギ， クマコオロギ(声)， クサヒパリ，アオマツムシ(商)，マツムシ(声)， ヒロパ
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瀧ロギ
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カンタン．

聯ﾅﾅﾌｼ.ﾔｽﾏﾂﾄピﾅﾅﾌｼ"ﾋﾅｶﾏｷﾘ (幼虫)．
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